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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓の左心室内の圧力測定に適合した圧力センサと処理手段とを備えた圧力測定装置で
あって、前記圧力センサは前記センサから得られた圧力測定値が受け取られるように測定
部に接続されていて、そして前記処理手段は、それぞれが複数の心周期を含む複数の測定
期間中に、圧力値の組と前記圧力値の組から決定される１次の時間微分値の組とを決定す
るように適合され、
　前記処理手段はまた、１つの測定期間中において前記心周期のそれぞれについて前記１
次の時間微分値の最大値を計算し、かつ前記最大値の平均値又は中央値である所定の定義
のパラメータを計算し、
　前記圧力測定は、医療用インプラントにおける異なる所定の医療用インプラントセッテ
ィングに関連した測定期間中に実行されるように適合され、前記医療用インプラントは少
なくとも心臓の左右の心室への刺激パルスの印加を制御し、
　最適なインプラント装置セッティングが、前記所定の定義のパラメータが最大となると
ころの前記セッティングとして識別されること、
　を特徴とする圧力測定装置。
【請求項２】
　前記装置は表示手段を備え、前記表示手段は、好適にはリアルタイムで、測定期間中に
、前記圧力値の組と決定された前記１次の時間微分値の組を表す曲線を表示するためのも
のであること、
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　を特徴とする請求項１に記載の圧力測定装置。
【請求項３】
　前記装置は圧力測定ガイドワイヤを備え、前記圧力測定ガイドワイヤには前記圧力セン
サが配置されていること、
　を特徴とする請求項１に記載の圧力測定装置。
【請求項４】
　前記圧力測定装置は、前記医療用インプラントに配置されていて、前記医療用インプラ
ントは、例えば、ペースメーカ、除細動器、又は、電気除細動器のような心臓刺激装置で
あり、
　前記圧力センサは心臓電極リードに配置されていて、前記心臓電極リードは前記心臓刺
激装置に接続されていること、
　を特徴とする請求項１に記載の圧力測定装置。
【請求項５】
　前記所定の定義のパラメータの値は、測定期間の測定セッションリストに加えられるこ
と、
　を特徴とする請求項１に記載の圧力測定装置。
【請求項６】
　前記圧力測定は、他の所定の定義のインプラント装置セッティングについて繰り返され
ること、
　を特徴とする請求項１に記載の圧力測定装置。
【請求項７】
　前記インプラント装置セッティングは、測定期間中に所定の定義の検索パターンに従っ
て変化されるように適合されていること、
　を特徴とする請求項１に記載の圧力測定装置。
【請求項８】
　前記所定の定義のパラメータの値は、３次元描画として表示されること、
　を特徴とする請求項２に記載の圧力測定装置。
【請求項９】
　制御部内の処理手段のデータ記憶装置内へ直接ロード可能であり、
　測定期間中に、ガイドワイヤにマウントされた圧力センサにおいて、少なくとも心臓の
左右の心室に対する刺激パルスの印加を制御する医療用インプラントの所定の医療用イン
プラントセッティングであり、左心室内の刺激と右心室内の刺激との間の時間である第１
の時間差を含む当該医療用インプラントセッティングを用いて当該測定期間中に測定され
た、心臓の左心室の圧力を連続的に受け取るステップと、
　前記圧力を処理可能な信号に変換し、そして前記処理可能な信号を処理することができ
る処理手段へ前記処理可能な信号を送るステップと、
　前記処理可能な信号を受け取るステップと、
　前記信号を処理することによって、左心室の圧力の１次の時間微分を計算するステップ
と、
　前記圧力と前記圧力の１次の時間微分とに相当する値の組を形成し表示するステップと
、
　測定期間の間、前記１次の時間微分値の所定の定義のパラメータの値を計算するステッ
プであって、前記所定の定義のパラメータは、１つの測定期間中の各心周期に対する、前
記１次の時間微分値の組の、最大値の平均値又は中央値であるステップと、
　他の測定期間において計算された値を含みうる測定セッションリストにおいて、前記計
算された値を表示するステップと、
　を実行するためのソフトウェアコード手段を備えたこと、を特徴とするコンピュータプ
ログラム。
【請求項１０】
　コンピュータに使用可能な媒体に記憶されることができ、読取可能プログラムを備え、
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前記プログラムによって、制御部内の処理手段が、
　測定期間中に、ガイドワイヤにマウントされた圧力センサにおいて、少なくとも心臓の
左右の心室に対する刺激パルスの印加を制御する医療用インプラントの所定の医療用イン
プラントセッティングであり、左心室内の刺激と右心室内の刺激との間の時間である第１
の時間差を含む当該医療用インプラントセッティングを用いて当該測定期間中に測定され
た、心臓の左心室の圧力を連続的に受け取るステップと、
　前記圧力を処理可能な信号に変換し、そして前記処理可能な信号を処理することができ
る処理手段へ前記処理可能な信号を送るステップと、
　前記処理可能な信号を受け取るステップと、
　前記信号を処理することによって、左心室の圧力の１次の時間微分を計算するステップ
と、
　前記圧力と前記圧力の１次の時間微分とに相当する値の組を形成し表示するステップと
、
　測定期間の間、前記１次の時間微分値の所定の定義のパラメータの値を計算するステッ
プであって、前記所定の定義のパラメータは、１つの測定期間中の各心周期に対する、前
記１次の時間微分値の組の、最大値の平均値又は中央値であるステップと、
　他の測定期間において計算された値を含みうる測定セッションリストにおいて、前記計
算された値を表示するステップと、
の実行を制御すること、を特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記１次の時間微分値の前記所定の定義のパラメータの値を計算するステップに関し、
前記１次の時間微分曲線の、特定の計算基準を満たしている部分のみ、前記所定の定義の
パラメータの値の計算に算入され、これによって人為現象と外乱とが抑えられること、
　を特徴とする請求項９または１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　前記測定セッションリストから、最適なインプラントセッティング基準を満たす前記イ
ンプラントセッティングを選ぶステップと、
　を含むこと、を特徴とする請求項９または１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　前記最適なインプラントセッティング基準は、前記平均値の最大振幅を選ぶことである
こと、
　を特徴とする請求項１２に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　前記インプラントセッティングは、さらに第２の時間差を含み、前記第２の時間差は、
右心房内の刺激と右心室又は左心室内の刺激との間の時間であること、
　を特徴とする請求項９または１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　前記インプラント装置セッティングは、所定の定義の検索パターンに準じて変化される
こと、
　を特徴とする請求項９または１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　測定期間は、３０秒より短く、好適には、約１０秒であること、
　を特徴とする請求項９または１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記測定セッションリストは、測定期間からの計算された値を含むことができ、前記測
定期間は測定セッション中に得られたものであり、前記測定セッションは、６０分より短
く、好適には３０分より短いこと、
　を特徴とする請求項９または１０に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、独立請求項のプリアンブルによる装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　両室ペーシングシステムは、少なくとも心臓の左右両心室に配置されたペーシング電極
を備える。また、この種のシステムは、右心房に配置された心房電極を備えていることが
多い。
【０００３】
　本発明は、医療用インプラント、例えば、ペースメーカ、除細動器（defibrillators）
、又は、電気除細動器（cardioverters）等、に接続された電極リード（電極リード線）
の埋め込み手順の最中と、後に行われる心臓内の電極位置の評価のためのフォローアップ
手順の際の双方において適用可能である。刺激パルスの所望の効果を達成するためには、
電極の表面が心臓組織とよく接触し、それによって心臓組織を可能な限り低刺激エネルギ
ーを有する刺激パルスによって刺激することができるようにすることが重要である。両室
ペーシングシステムにおいて、刺激を心臓の固有リズムに可能な限り適合させるためには
、左右の心室に適用される刺激パルス間のタイミング又は同期が非常に重要である。その
同期は心拍出量と関連しているので、ペースメーカの一般的な課題は、可能な限り高い心
拍出量を達成することである。
【０００４】
　特許文献１は、４チャンバペーシングシステムとして知られていて、それは心拍出量を
最適化し心臓の状態を測定するためものである。そのシステムは、最適なペーシングパラ
メータを決定するためにインピーダンスセンシングを利用している。例えば、左心室のペ
ーシングに対し、左の心臓の出量が最大になるようにする。左の心臓におけるインピーダ
ンスセンシングは、さらに自動的な収縮のタイミングを与え、そしてペースメーカは、ペ
ーシングを制御して、最大の心拍出量を得るために調整された両室の自動的な同期を維持
する。
【０００５】
　埋め込み可能な心臓刺激装置に関連して、心臓刺激装置の機能に関連した情報、特に刺
激パルスによって所望の治療効果が達成されているか否かの情報を入手するために、心臓
の左心室内の圧力を測定することが非常に有利であることが見いだされている。
【０００６】
　特許文献２に開示されている圧力センサアセンブリは、ガイドワイヤにマウントされそ
して血管内の圧力、特に心臓内の圧力、の測定に適用できる。その圧力センサアセンブリ
は、確立した埋め込みテクニックによって、特に心臓の左心室への冠状静脈洞を経由した
挿入に適用可能である、
【０００７】
　特許文献３にはあるシステムに開示されているシステムは、双方向グラフィカルユーザ
インターフェースを備え、そのインターフェースは、ガイドワイヤにマウントされた圧力
センサ、例えば、上記特許文献２に開示された種類のセンサ、を用いて得られた測定値及
と測定値に基づいて計算された結果とのパフォーマンスを制御し、スクリーン上に表示す
るためのものである。
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６２３８４２０号明細書
【特許文献２】米国特許第５２２６４２３号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００２／００７２８８０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の全般的な目的は、医師が、埋め込み又はフォローアップの臨床の手順の間、左
心室内の圧力測定によって得られた情報を用いて医療用インプラントにおける所定の医療
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用インプラントセッティングを最適化するのを簡単にすることであり、この医療用インプ
ラントは、心臓の左右の心室への刺激パルスのアプリケーションを制御するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した目的は、本発明の独立請求項によって達成される。好適な実施形態は、従属請
求項に示される。
【００１１】
　このように、各刺激セッティングについて、左心室内における圧力値は連続的に測定さ
れ、好適には表示手段に表示される。測定された圧力値の１次の時間微分は同時に決定さ
れ、好適には、表示手段に同様に表示される。現在の測定期間について、圧力値の１次の
時間微分の最大値の平均値又は中央値が決定される。
【００１２】
　多数の異なる刺激セッティング毎にこれが繰り返され、そして各セッティングの平均値
／中央値は、識別データと共に表示される。識別データは、刺激セッティング（ＡＶ間隔
及びＶＶの間隔であり、ＡＶは心臓の心房と心室とに対して刺激パルスを適用する時間差
を示し、ＶＶは心臓の右心室と左心室とに対して刺激パルスを適用する時間差を示す）を
含む。この測定セッションリストに示された情報を用いて、医師は、最適なセッティング
を簡単に識別できる。その最適なセッティングとは、平均値が最大となるところである。
あるいは、その情報は、２次元又は３次元のグラフとして直接示されてもよい。
【００１３】
　圧力は、好適には、小型圧力センサを用いて測定され、このセンサは圧力検知ガイドワ
イヤの遠心端に配置され、このガイドワイヤは確立したテクニックによって、左心室に挿
入される。測定された圧力と圧力の計算された１次の時間微分は、リアルタイムで表示手
段に表示され、最大微分の平均値が決定される。異なるＶright－Ｖleft値について、多
数の測定が実行される。ここでＶrightは、右心室内で刺激している時間であり、そして
Ｖleftは左心室内で刺激している時間である。このように、時間差Δは、好適には－１０
０～１００ｍｓの範囲内にある。時間差は、最大微分の平均値が最大であるところで決定
される。同様に、ペースメーカに最適なセッティングを得るために、ＡＶ間隔、すなわち
心臓右側の心房刺激と心室刺激との間の時間を、変化させてもよい（好適には３０から１
２０ｍｓの間）。さらに計算を実行して、例えば圧力曲線の２次の時間微分値を決定し、
プロセスで用いてもよい。
【００１４】
　本発明の別の実施形態によれば、圧力センサは代わって、左心室に挿入される心臓電極
リードに配置され、そして得られた圧力値の上述した処理は、この電極リードが接続され
ている、埋め込まれた心臓刺激装置によって達成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　添付された図面を参照して本発明を説明する。
【００１６】
　図１に、本発明に係る方法のフローチャートを例示する。
【００１７】
　試験対象の医療用インプラントのための適切な初期インプラントセッティングを決定す
ることによって、測定セッションが開始される。試験対象のセッティングは、「Ｖｉｅｗ
」表示スクリーンに入力され（図５の説明に関連して、以下を参照）、そして医療用イン
プラント（図２の符号２０）は、医療用インプラントプログラマ（図２の符号２２）によ
って、周知技術に従い、そのセッティングをもってプログラムされる。その後、測定期間
が開始される（ステップ１００）。
【００１８】
　インプラントセッティングは、第１の時間差Δ１を含み、これは左心室内の刺激と右心
室内の刺激との間の時間である。心房の電極リードも埋め込まれた場合（図３参照）、イ



(6) JP 4495725 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

ンプラントセッティングはさらに第２の時間差Δ２を含み、これは右心房の刺激と右心室
の刺激との間、あるいは右心房の刺激と左心室の刺激との間、の時間である。
【００１９】
　本発明の１つの分かりやすい使用例では、医師がインプラントセッティングを変化させ
る。医師は、表示スクリーンに異なる値を手動で入力し、そしてそ（れら）の値を用いて
手動で医療用インプラントをプログラムする。ある自明な代替方法として、この「値の検
索」を自動的に実行する。これは、医療用インプラントプログラマからの制御、又は、圧
力測定装置からの制御のいずれかに基づいて行われることができる。いずれの場合も、そ
のインプラント装置セッティングは、所定の定義の検索パターンに従って変化され、ＡＶ
－間隔とＶＶ－間隔との全ての可能な組み合わせ、又は全ての可能な組み合わせの所定の
部分集合が、測定された圧力と計算されたｄＰ／ｄｔとに関してチェックされる。可能な
限り反復を少なくしながら値の最良の組み合わせを識別するのに、多数の異なる検索方法
を用いることができる。
【００２０】
　この発明の方法は、血圧に関連した生理的な変数の監視、測定と計算による決定、及び
、図式的表示のための方法であり、少なくとも以下のステップを含む。
ａ）測定期間中に、ガイドワイヤにマウントされた圧力センサから得られる心臓の左心室
の圧力（ＰLV）を連続的に検出すること。
ｂ）その圧力を処理可能な信号に変換すること、及びその処理可能な信号を処理すること
ができる処理手段へその処理可能な信号を送ること。
ｃ）その処理可能な信号を受け取ること。
ｄ）その信号を処理することによって、左心室の圧力の１次の時間微分（ｄＰLV／ｄｔ）
を計算すること。
ｅ）圧力値（ＰLV）とその圧力の１次の時間微分（ｄＰLV／ｄｔ）とを表すデータを形成
し表示すること。
これらのステップａ）～ｅ）は、図１のステップ１０２に含まれる。
【００２１】
　この方法は、ステップ１０４
ｆ）測定期間の間、１次の時間微分値の所定の定義のパラメータの値を計算すること、
およびステップ１０６
ｇ）他の測定期間において計算された値を含みうる測定セッションリストにおいて、その
計算された値を表示すること
に続く。測定セッションリストについては、以下に、図５に関連してさらに説明する。
【００２２】
　所定の定義のパラメータは、平均値又は中央値であり、これらの値は、ある測定期間中
における、１次の微分値の集合のピーク値の平均値又は中央値である。
【００２３】
　人為現象と外乱とが抑えられなければならない状況下では、所定の定義のパラメータの
値を計算するとき、１次の時間微分曲線の、特定の計算基準を満たしている１部分（部分
）のみが算入される。この基準は、ピーク値のための特定の最大及び最小限界であっても
よく、それによって、ピーク値が平均値／中央値の計算に含められるようにする。
【００２４】
　最初に述べたように、圧力測定は、測定期間中に医療用インプラントの所定の医療用イ
ンプラントセッティングを用いて実行され、その医療用インプラントは、少なくとも心臓
の左右の心室に対する刺激パルスのアプリケーションを制御する。全ての異なるセッティ
ングについて測定が実行される場合、好適な実施形態に係る方法は、さらに、リストから
、ある最適なインプラントセッティング基準を満たすインプラントセッティングを選ぶス
テップを含む。最適なインプラントセッティング基準とは、そのリスト内から、平均値又
は中央値が最大振幅であるインプラントセッティングを選ぶことである。
【００２５】
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　上述の測定期間は、３０秒より短く、好適には、約１０秒である。測定セッションリス
トは、測定期間からの計算された値を含み得る。測定期間は、測定セッション中に得られ
たものであり、測定セッションは、６０分より短く、好適には３０分より短い。
【００２６】
　本発明は、また、コンピュータプログラム製品に関する。このコンピュータプログラム
製品は、圧力測定装置内に配置された制御部内の処理手段のデータ記憶装置（図３の符号
１６）内へ直接ロード可能である。このコンピュータプログラム製品は、添付の方法請求
項のいずれか一項に記載のステップを実行するためのソフトウェアコード手段を備える。
本発明は、さらに、コンピュータに使用可能な媒体に記憶することが可能であり、読取可
能なプログラムを備えるコンピュータプログラム製品であって、そのプログラムによって
、制御部内の処理手段が添付の方法請求項のいずれか一項に記載のステップの実行を制御
するようにするコンピュータプログラム製品である。
【００２７】
　本発明の圧力測定装置ロック図を示す図２及び３を参照し、本発明をさらに説明する。
【００２８】
　圧力測定装置２は、圧力センサ６がついた圧力測定ガイドワイヤ４を備え、圧力センサ
６は、心臓８の左心室内の圧力測定を行うように適合されている。そのワイヤは測定部１
０に接続されていて、センサから得られた圧力測定値を受け取り、そして圧力値を決定す
るために処理手段１２に接続されている。そしてその測定装置は、好適には、測定期間中
に圧力値を表示するための表示手段１４を同様に備える。この表示は、好適には、リアル
タイムで実行されてもよい。処理手段は、それから、圧力値から決定される一組の１次の
時間微分値を決定し、表示手段１４（もしあれば）は、決定された１次の時間微分値を表
示し、処理手段は、その測定期間中に、１次の時間微分値の所定の定義のパラメータの値
を同様に計算し表示する。圧力測定装置の外部パーツは、この用途のためだけに仕立てら
れた専用装置として提供されてもよく、又は、一般的な目的のための装置として、例えば
、ＰＣ、ラップトップ型ＰＣ、又は、その他の装置、例えば圧力センサのような他の装置
との通信に必要な装備が備えられた装置として提供されてもよい。
【００２９】
　圧力測定装置は、その方法の説明において与えられている全ての詳細に関連して、上述
した方法を実施するように適合されている。圧力測定装置２と医療用インプラントプログ
ラマ２２との間の双方向矢印は、それらのユニットの間の通信を指し示す。これは、医師
によるプログラマの手動のプログラミング、又は、もし自動的な値の検索が実行される場
合は自動のプログラミング、のいずれであってもよい。医療用インプラントとプログラマ
２２との間の矢印は、通常の双方向テレメトリー通信を指し示す。
【００３０】
　図３のブロック図は一つの好適な実施形態を例示する。そこには測定装置２のさらなる
詳細が例示されている。ここで、ペースメーカ２０は、図２に示すリード（リード線）に
さらに加えて、心房電極リードを備える。矢印は、本発明の方法を実施する場合の典型的
な手順を指し示す。すなわち、インプラントセッティングは、表示手段１４の表示スクリ
ーンに入力され、そしてこれらのセッティングは、ペースメーカ制御部２２によって、ペ
ースメーカ２０に伝達され、ペースメーカ２０はこのセッティングを適用する。圧力セン
サは、すでに説明された方法に応じて測定期間中に圧力を測定する。
【００３１】
　本発明の別の実施形態によれば、圧力センサは、代わりに、左心室に挿入された心臓電
極リードに配置されていて、得られた圧力値の上述の処理は、埋め込まれ電極リードが接
続された心臓刺激装置によって達成される。この実施形態では、この処理を自動的に実行
してインプラントセッティングを連続的に最適化することができる。その値は、インプラ
ントによって記憶され、かつプログラマに送られて表示されさらに分析されるようにする
ことも可能である。
【００３２】
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　図４は、本発明を例示する第１のスクリーン表示の画像を示す。圧力測定装置は、表示
手段を備える。この表示手段はインターフェースであり、圧力測定を制御し曲線や値を表
示するためのものである。図４において、第１のスクリーン表示が示されていて、この表
示はライブ（Ｌｉｖｅ）表示であり、測定中の圧力の曲線と計算された微分の曲線とを示
している。縦軸は、それぞれ圧力（ｍｍＨｇ）とｄＰ／ｄｔ（ｍｍＨｇ／ｓ）とを示す。
横軸は、約７秒間の測定期間をカバーする。測定は、スクリーン下部中央にあるＭＥＡＳ
ＵＲＥボタンを押すことによって開始され、（図示されていない）ストップボタン押すこ
とによって終了される。スクリーンの右側にある数字は、その測定期間における１次の時
間微分値の、最大値及び最小値を示す。
【００３３】
　測定が実行されると、「Ｖｉｅｗ」ボタンを押してもよく、それによって図５に示すス
クリーン表示が現れる。上方の曲線は、測定期間中に得られた圧力の圧力曲線を示し、下
方の曲線は、圧力曲線の１次の微分曲線を示す。これらの曲線の軸は、図４の曲線のそれ
と同じ名称を有する。
【００３４】
　上方の曲線において、約３．１０秒の位置に、垂直カーソル線がある。このカーソル線
は、何らかのポインタ手段、例えばマウス、を用いて動かすことができ、表示スクリーン
の右上部には、カーソル線の位置における圧力値が示され、本例では１０ｍｍＨｇである
。下方の曲線において、この曲線は微分曲線を示し、極限値が白いマーキングで指し示さ
れている。破線カーソル線は、約３．２０秒の位置にあり、そしてｄＰ／ｄｔ値は右側に
本例では２（２　カーソル（Ｃｕｒｓｏｒ）　ｄＰ／ｄｔ）が示されている。この上方に
、最大及び最小のｄＰ／ｄｔそれぞれについて計算された平均値が示されていて、本例で
は（２２７９）／（－１９２９）である。その下方には、カーソルが位置する心周期（he
art cycle）の最大及び最小の値が示され、本例では２２２６／－１９０２である。測定
セッションリストは、スクリーン表示の下部にテーブルとして示されている。このテーブ
ルは、なかんずく、患者ＩＤ（ＰＡＴＩＥＮＴ　ＩＤ）、日付（ＤＡＴＥ）、時間（ＴＩ
ＭＥ）、電極のタイプ（ＲＡ、ＲＶ、ＣＳ）、状態（ＳＴＡＴＥ）（ここでは、両室刺激
）、ＡＶ－間隔とＶＶ－間隔、レート（Ｒａｔｅ）、計算されたｄＰ／Ｄｔ、及び、コメ
ントフィールド（Ｃｏｍｍｅｎｔ）を含む。テーブルの上方には、バーが示されていて、
ここでパラメータの値が入力されてもよい。これらのパラメータは、医療用インプラント
のセッティングに主に関連している。バーの左から右へ説明すると、ＲＡリード（右心房
リード）はＣＳＯ（冠状静脈口）位置にあり、ＲＶリード（右心室リード）はＲＶＯ（右
心室流出路）位置にあり、ＣＳリード（冠状静脈リード）はＡｐｅｘ（頂点位）位置（上
位-下位位置）にあり、ＳＴＡＴＥはＢｉＶ（両室ペーシング）であり、Ｐａｃｅ／Ｓｅ
ｎｓはペーシングモードかセンシングモードかを指し示し、ＡＶ（ｍｓ）はペースメーカ
によって現在用いられているＡＶ－期間の値を示し、ＶＶ（ｍｓ）はペースメーカによっ
て現在用いられているＶＶ－期間の値を示し、Ｒａｔｅ（ｂｐｍ）は現在用いられている
刺激レートを示す。ここで、全てのフィールドを用いる必要はないことに注意すべきであ
り、例えば、ＡＶ－間隔が入手できない場合には心房電極を用いない。
【００３５】
　「Ｒｅｓｕｌｔ」ボタンを押すと表示される第３の表示スクリーン（図示されない）に
おいて、そのテーブルが図式で表示される。これは２次元曲線であってもよく、その曲線
は、ｘ－軸沿いにＶＶ－値を有し、ｙ－軸沿いにｄＰ／ｄｔを有する。ここで曲線のピー
ク値が、医療用インプラント用のある最適なセッティングを指し示す。
【００３６】
　別の表示スクリーンでは、ＡＶ－値も用いられ、ｚ－軸沿いにプロットされる。表示ス
クリーンは、次いで計算結果の３次元描画を示す。最適なセッティングは、３Ｄ－曲線が
最大になる場所において見出される。
【００３７】
　本実施形態は、上述した好適な実施形態に限定されるものではない。様々な代わりのも



(9) JP 4495725 B2 2010.7.7

10

20

の、変更されたもの、同等なものが用いられてもよい。従って、上述した実施形態を、発
明の範囲を限定するものと考慮してはならず、発明の範囲は、添付の特許請求の範囲によ
って定義される。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明に係る方法を示すフローチャートである。
【図２】本発明に係る圧力測定装置を含むブロック図である。
【図３】本発明に係る好適な実施形態の圧力測定装置を含むブロック図である。
【図４】本発明を例示する第１のスクリーン表示の画像を示す図である。
【図５】本発明を例示する第２のスクリーン表示の画像を示す図である。
【符号の説明】
【００３９】
　２　圧力測定装置
　４　圧力測定ガイドワイヤ
　６　圧力センサ
　８　心臓
　１０　測定部
　１２　処理手段
　１４　表示手段
　１６　データ記憶装置
　１８　電極リード
　２０　医療用インプラント、ペースメーカ
　２２　医療要インプラントプログラマ、ペースメーカ制御部

【図１】 【図２】

【図３】
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